




































































































1 回の交流会を予定していた 7/6 が前日までの大雨の
ため、中止せざるを得なくなった。本報告書を書いて













































































































































































































































































表 2 「子どもたちが問題ととらえ、自ら問い続け、学び続ける地域の課題」の要件 









表 3 教師が地域の素材に「教材性」を見いだす要件 
1 教育内容と教育方法に位置づく「教材」、それらの認識をとおしてどのような意味を見出すかという「教育内容」を明確
にすることができる。 















4 ①問題との出合い→②問題解決方法の追究→③問題解決方法の決定→④問題解決方法の実行→⑤問題解決の 5 つの学び
の点を構成することができる。 
5 問題を子ども自らの生活と結びつけて追究していく過程を構成することができる。 
6 切実な問題を媒介として、他者と関わり合い物事の本質を追究し、「解決」するプロセスとして構成することができる。 
7 問題を解決するためには、自分たちにできることがあることを認識させ、問題解決の意欲を高めさせる。 
8 地域に閉じこもって学習することではなく、むしろ視野を広げさせる。 
9 子どもは、考えを更新しながら、社会とのかかわり方を創造していく。 
10 仲間との意見交流を通して、比較したり、分類したり、関連付けたりしながら情報を整理したり、問題に沿って考えを練
り直したりし、まとめさせる。 
11 問題解決の過程を通してできるようになったことやわかったことやまだわからないことを見つめ直し、解決の仕方やも
のの見方・考え方が変化・成長したことを自覚させる。 
12 問題を通してその子自身がどう育っていくか、どう生きるかということを目的にしていく。 
13 子どもそれぞれの違い、ずれを授業における「問題」にする。 
14 お互いの意見をたたかわせながら問題解決を行わせ、自分や仲間に言及したり、より質の高い学びに向かわせる。 
 
 
